






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Senge,P.et al(2000)Schools that Learn:AFifthDisciplineFieldbookforEducators,Parents,and
Everyone Who Cares About Education,Doubleday/currency
Peter Mo Senge(2006) The Fifth Discipline―The Ar  & Practic  of the Learning Organization
The Crown Publishing Groupピーター ・M・セング(枝廣淳子・小田理一郎。中小路佳代子訳2011)
学習する離 システム思考で未来を創造する― 英治出版

































































。ブレー ンストー ミングやKJ法を自らが活動してみるのは初めてで体験できてよかつた 数値イヒして目標を共有する方法もよかつ
た 朝からバス停の掃除を行いました、研修でやる気がでた 140代 男働
・グループワー クを通してさまざまな意見が出てきて課題が浮き彫りになり、数値化も含めて驚きだつた。なかな力畔牧または教師
































































































































































いて行えた 振り返るよいきつかけとなる研修であつた 落ち着いたタイミングでできたのがよかつた 生徒主体の学校が理想だと
気づけた
・曜螢貝0"科知 を行う時期について。
昨年度のようなばたばたした状況で、今回のような研修をしても今回のような結果にはなつていないと思う。職員集団や研修が頭
になかつた 他の事案への対応が最優先であつた。ある程度落ち着いたタイミングで行えたのが良かつた。時期と実情に合わせる必
要がある。
・自分自身の1年間での変容はどうか?価値観の省察はあつたか?
生徒の変容は期待通りであった 学年があがることもあつたし、人事異動もあつたので。自分自身の変容はあつた。日常をこなし
ていくという価値観であつた。自分から理想を抱いて行動することはなかったが考えるきつ力ヽすになつた 価値観の変容はあつた
価値観の変容で1番大きかったのが、組織の変容である。人事異動をふまえた上で、研修と全校授業が起爆剤となつた
。変容した場合に何がその変容を生み出したのか?
教師集団の変イヒ、若手教員の導入による職場の活性化、諸機関との連携の強イヒ これらの現状をふまえて、なにかできるのではな
いかとやる気が出た マネジメント学校経営に抵抗があつたもメダカの学校が身体に染みついていた。重層組織が苦手だつた 環境
の変イヒもあり、自身の変容もあつた。授業を行う視点ができた。みんなで一緒になにかを行つた 体験が変容を促した 教育活動の
中で一体感を経験したことが職員集団の一体感につながり、変容を促した要因であると思う。
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